
はじめに

電気製図に関するJIS規格(日本産業規格) は、グローバル社会に対応する為、2000年前後に1990年代のIEC
規格の翻訳内容を基に、それまでの規格を整理しつつ新規に制定されている。しかし、各産業のグローバルなコ
ミュニケーションの為に、それらの内容は必要であるにもかかわらず、必ずしも日本において普及しているとは言
い難い状況にある。その理由の一つとして、制定された電気製図に関するJIS規格を詳しく言及している教科書が
ないことが挙げられるのではないだろうか。現在発行されている電気製図に関する教科書の殆どは、その利用目
的の所以に旧態依然とし、国内の技術者を対象読者に、及び、国内実務に限定した記述内容に終始しているよう
に思われる。また、二値論理素子のJIS記号は、 MIL記号よりも詳細な動作を表現できるように改定されている。
新しい二値論理素子記号はMIL記号よりも遥かに詳細な記述ができる反面、それが故に複雑で、それなりの読解
力が求められ、余り普及しているとは言えない。しかし、グローバル社会への対応を考えると、最低限、基本記号
だけでも教育現場で使用すべきではないだろうか。

グローバルなコミュニケーションが求められる今日では、日本で作成された文書・図面が国外に出ることがあり、
また、国外の文書・図面が日本で利用されることがある。従って、国内の電気技術者には、少なくともグローバル
な観点から文書・図面を読解する力が求められている。しかしながら、既出版の書物では、それに応えられる情報
が十分記述されていないのではないだろうか。

本書では、このような疑問から、グローバル化した企業活動における電気製図に関する理解の一助にすべく、
文書・図面の読解の観点で、JIS C 1082-1～-4および関連するJIS規格に沿って、電気製図の紹介を試みた(JIS 
C 1082は制定年が古く、最新のIEC 61082の内容は織り込まれておらず、また、関連JIS規格との整合も余り図ら
れていないので、JIS C 0617：2011や最近のIEC規格などの内容を基にして、同規格の図表などは可能な範囲で
修正を試みた)。但し、古い規格の記号などの知見を否定しているわけではないので、ご注意願いたい。実作業を
行う場合、過去の文書も参考にすることが多く、現在だけでなく過去の、しかも、場合によっては半世紀以上前の
記号や記述方法も知っていないと、全く作業できないこともあるからである。つまり、実作業を行う者は、現在の文
書だけでなく、過去の文書も読みこなすと共に、それらを実業務に最適化する能力が必要とされる。読者の方々
は、この点に留意しながら、時には、過去の書物を読み、時には、第一線を完全に退いた方々に教えを請いなが
ら、グローバル社会に対応願いたい。著者の浅学さもあって理解不十分な点がある為、必ずしも読者の理解を深
めるに十分な内容には至っていないが、読者の方々の役に立てば幸いである。

尚、本書では、IEC規格の図表も引用している。これらの図表では、 ISO/IECの規定で小数点がコンマ“,”、桁区
切りが半角スペースで表記されている。これは国際単位系表記(小数点はピリオド(イギリス式)又はコンマ(フラン
ス式)、桁区切りは半角スペースを使用する)に基づく。また、欧米では小数点以下でも桁区切りが使われる。桁区
切りがピリオド“.”やアポストロフィ“‘”の国もある。ちなみに、年月日は、主に日本と欧州は年月日(yyyy/mm/dd)
又は日月年(dd/mm/yyyy)だが、米国は月日年(mm/dd/yyyy)である。表記の仕方は国や地域により様々で、海
外の技術文書を読むときは、何事も必ずしも日本と同じとは限らないことに注意して下さい。
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